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　昨年、思わぬ賞を頂戴した。平成21年度「情報通信月間」総務大臣表彰である。過去の受賞者には、豊
田章一郎氏や江崎玲於奈氏ほか、情報通信に関わってきた先輩諸氏が名前を連ねている。正直なところ、な
ぜ私が？という気持ちはぬぐい切れなかった。しかし、鳩山総務大臣（当時）から、「今後は医療こそICT（情
報通信技術）が重要になると評価しての受賞です。」との言葉があり、当初の当惑は、喜びへと変わった。
　私は、首都東京から遠く離れた北の大地、旭川医科大学で、「情報技術と医療の融合」の問題に取り組ん
できた。いわゆる「遠隔医療」である。この問題に取り組むようになって、もう16年になる。映像の伝送
実験：に成功した1994年当初は、まだインターネットという言葉すら市民権を得ておらず、送受信できる情
報量は、医療現場が求める水準には遠く及ばない代物だった。それでも私は「これで医療は変わる」と、胸
の高鳴りを抑えることができなかった。なぜか。それは、北海道という地域の特殊性にある。
　医療を取り巻く風景は、東京の窓から見るか、地方の窓から見るかで、その様相がガラリと変わる。建物
はあっても大半の診療科が休診中という病院は、地方には山ほどある。私は眼科医だが、もう少し早く診察
できれば失明は免れたのにと悔やむケースが後を絶たない。
　医師が増えるのを待つわけにはいかない。それなら、人が物理的に動くのではなく、患者のデータを移動
する形で診察すればいいのではないか。それが、北海道から動き始めた遠隔医療の発想だった。
　以来16年。当初は孤立無援だったプロジェクトに、国や自治体、企業のサポートなどが加わり、気がつ
けば、旭川医科大学は、国内47施設にとどまらず、米ハーバード大、南京中医薬大学ほか、各国の施設と
双方向で繋がる、国際遠隔医療の拠点へと成長した。
　現在は、医療機関における電子カルテ問の相互伝送（peer　to　peer方式）や、個人が、携帯電話を用いて、
健診情報やカルテ情報を管理するシステム（カルテ・リンク）など、情報通信と医療を隔てる垣根は、もは
や取り払われたと言ってもいい。
　どこに住んでいようとも、誰もが、必要とする医療を享受できる国づくりに成功すれば、次は、発展途上
国の医療改革へ…。これこそ、膨大な需要を生み出す、新たな成長分野なのではないか。
　医療とICTの統合へ向けた夢は益々広がる。
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